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令和 5年度 安全就業スローガン 

大丈夫 油断と過信が 事故招く 

【岐阜県版】安全就業ニュース 
令和 5年度 9月号 

 

【今月報告の事故】 

 

〇団体傷害保険関係事故  

・死亡事故及び入院 6ケ月以上の重篤事故 

該当事故の報告はありませんでした。 

 

・1ケ月以上の入院事故 

該当事故の報告はありませんでした。 

 

〇 労働災害  

・休業日数 4日以上の負傷事故 

該当事故の報告はありませんでした。 

 

 

県外のセンターにて、スズメバチに刺されたことで発生したアナフィラキシーショックによ

り死亡した事故事例が全シ協より報告されております。 

スズメバチは 9 月から 10 月も攻撃性が高いシーズンです。気温が下がり涼しくなったから

とハチ用スプレーの携帯を忘れないようにお気を付けください。 

また、ハチ刺されは複数回刺されているほうがアナフィラキシーショックを起こす可能性が

あり危険です。 

県内でも死亡事故事例があるほど恐ろしいものであることを念頭に置き、作業を行うように

お願いいたします。 

 

 

今後とも事故防止の啓発をよろしくお願いいたします。 
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（公社）岐阜県シルバー人材センター連合会 

事務局長：倉田 勝 / 担当者：飯沼尭哉 

【お知らせ】 

 

〇昨年度を上回る勢いで労働災害が頻発しています。 

労働災害において、昨年度は休業が長期化する事故が多く発生したのに対し、今年度は休業

の有無を問わず事故自体が頻発しております。今年度に入ってから労働災害が発生していな

い月はないほどです。 

昨年度の労働災害事故件数が 1 年を通し 16 件であったところ、今年度の労働災害事故件数

は 9月 15日時点で 13件となっており、昨年度を上回る勢いで事故が起きております。 

また、いずれの年においても「転倒・転落」による事故が過半数を占めており、これらは季

節に関係なく発生することから、今年度末にかけてさらに事故が起きると予想されます。 

各センターおよび会員におかれましては、事故が起きないよう気を付けていただくとともに、

万全の体調で作業に従事できるよう十分な睡眠・適度な運動・バランスの良い食事など健康

的な生活を習慣づけられるようにしましょう。 

 

〇インフルエンザの流行にお気を付けください。 

マスクを外すことが可能になったこともあり、季節外れの感染症が流行しております。 

コロナウイルス感染症もさることながら、インフルエンザも強い感染力を持っているため、

家族や職場に持ち込まないために注意が必要です。 

手洗いやうがいの徹底、人ごみに出掛ける場合はマスクを着用するなど、感染症対策を日頃

から気を付けるようにしましょう。 

 

〇令和 5年度 健康相談会を企画しています。 

令和 6年 2月中に「令和 5年度 健康相談会」の開催を企画しております。 

対象者は東濃地域の各シルバー人材センター派遣会員および職員とし、「瑞浪市市民福祉セ

ンター(ハートピア)」にて行う予定です。 

産業医へ健康診断結果の相談や健康指導、安全就業について直接相談できる機会となります

ので、対象者の皆様におかれましてはご参加を検討ください。 

 

 

・30日以上の入院事故、または重篤事故(180日以上の入院事故または死亡事故)が発生した

場合は、まずは電話等で連合会へ報告をお願いいたします。 

・労働災害が発生した場合は、早急に連合会へ電話をお願いいたします。 

 

—————今月の短歌———————————————————―

先に迫る 蠱毒促す 戯言を 

望まぬ声ぞ 尽きることなし 

——————————————————————————————————— 


